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１ 札幌会場プログラム 
（８月２５、２６日木・金曜日）会場：北海道自治労会館 
 

第 1 日目 ８月２５日木曜日 
第１部 干潟部会 中ホール 

9：30 開場 

10：00～10：15 

10：15～11：30 

 

 

11：30～11：45 

11：45～13：00 

開会 挨拶 オリエンテーション 

干潟等の保全について コーディネーター中尾博己氏 

事例紹介 散布地区干潟を保全する会 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きに他 閉会 

個別相談（希望者のみ） 

 

第 2 部 藻場部会 中ホール 

13：30 開場 

14：00～14：15 

14：15～15：45 

 

 

15：30～15：45 

15：45～17：00 

開会 オリエンテーション 

藻場の保全について コーディネーター中尾博己氏 

事例紹介 美国・美しい海づくり協議会 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きに他 閉会 

個別相談（希望者のみ） 

 

 

第２日目 ８月２６日金曜日 
第３部 海の安全確保部会 中ホール 

9：30 開場 

10：00～10：15 

10：15～11：45 

 

 

11：30～11：45 

11：45～13：00 

開会 オリエンテーション 

海の安全確保 コーディネーター中尾博己氏 

事例紹介 せたな町水域監視活動組織 

質疑応答、意見交換 

水産多面的機能発揮対策における多様な連携の手引きに他 閉会 

個別相談（希望者のみ） 

 

・コーディネーターや講習会内容は変更になる場合があります。又、進行状況等

により時間が前後する場合があります。 
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２ 出席者名簿 
  

第第１１部部  干干潟潟部部会会  

  
    

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 廣原正康 北海道栽培漁業振興公社 その他 無

2 北海道 今井 勉 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

3 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

4 北海道 今川 蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

5 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

6 北海道 田村尚之 新ひだか町産業建設部水産林務課 行政 無

7 北海道 大畠賢治 別海地区干潟造成保全会　別海地区藻場・干潟保全会 活動組織 無

8 北海道 三浦孝章 浜中町水産課水産振興係 行政 無

9 北海道 新岡慎之介 浜中町水産課 行政 無

10 北海道 野口明義 一般社団法人北海道水産会 その他 無

11 北海道 佐々木正人 せたな町水産林務課 行政 無

12 北海道 藤井卓也 せたな町水産林務課 行政 無

13 北海道 若林隆司 (株)アルファ水工コンサルタンツ その他 無

14 北海道 泉田典彦 (株)アルファ水工コンサルタンツ その他 無

15 北海道 織笠浩三 北斗市水産商工労働課水産係 行政 無

16 北海道 大貫　航 ひだか漁業協同組合三石支所 漁連・漁協 無

17 北海道 坪谷允伸 奥尻地区活動組織 活動組織 無

18 北海道 橋本侑樹 奥尻地区活動組織 活動組織 無

19 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

20 北海道 朱田浩之 北海道漁業協同組合連合会 漁連・漁協 無

21 北海道 新濱直樹 利尻町産業課 行政 無

22 北海道 高橋研司 北海道水産経営課 行政 無

23 北海道 金子 宏 北海道水産経営課 行政 無

24 北海道 高橋英輝 北海道水産経営課 行政 無

25 北海道 前田勇貴 北海道水産経営課 行政 無

26 長崎県 山口勝介 漁港漁場課 行政 無

27 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

28 コーディネーター 中尾博己 サポート専門家 専門家事務局等

29 事例紹介組織 西田善行 散布地区干潟を保全する会（北海道浜中町） 専門家事務局等

30 水産庁 馬場　学 漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

31 水産庁 海田　馨 漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

32 土木センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

33 土木センター 安藤　亘 水産土木建設技術センター専門技術員 専門家事務局等

34 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

35 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

36 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 廣原正康 北海道栽培漁業振興公社 その他 無

2 北海道 今井 勉 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

3 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

4 北海道 今川 蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

5 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

6 北海道 田村尚之 新ひだか町産業建設部水産林務課 行政 無

7 北海道 大畠賢治 別海地区干潟造成保全会　別海地区藻場・干潟保全会 活動組織 無

8 北海道 三浦孝章 浜中町水産課水産振興係 行政 無

9 北海道 新岡慎之介 浜中町水産課 行政 無

10 北海道 野口明義 一般社団法人北海道水産会 その他 無

11 北海道 佐々木正人 せたな町水産林務課 行政 無

12 北海道 藤井卓也 せたな町水産林務課 行政 無

13 北海道 若林隆司 (株)アルファ水工コンサルタンツ その他 無

14 北海道 泉田典彦 (株)アルファ水工コンサルタンツ その他 無

15 北海道 織笠浩三 北斗市水産商工労働課水産係 行政 無

16 北海道 大貫　航 ひだか漁業協同組合三石支所 漁連・漁協 無

17 北海道 坪谷允伸 奥尻地区活動組織 活動組織 無

18 北海道 橋本侑樹 奥尻地区活動組織 活動組織 無

19 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

20 北海道 朱田浩之 北海道漁業協同組合連合会 漁連・漁協 無

21 北海道 新濱直樹 利尻町産業課 行政 無

22 北海道 高橋研司 北海道水産経営課 行政 無

23 北海道 金子 宏 北海道水産経営課 行政 無

24 北海道 高橋英輝 北海道水産経営課 行政 無

25 北海道 前田勇貴 北海道水産経営課 行政 無

26 長崎県 山口勝介 漁港漁場課 行政 無

27 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

28 コーディネーター 中尾博己 サポート専門家 専門家事務局等

29 事例紹介組織 西田善行 散布地区干潟を保全する会（北海道浜中町） 専門家事務局等

30 水産庁 馬場　学 漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

31 水産庁 海田　馨 漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

32 土木センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

33 土木センター 安藤　亘 水産土木建設技術センター専門技術員 専門家事務局等

34 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

35 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

36 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等
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第第２２部部  藻藻場場部部会会  

  
  

  

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 廣原正康 北海道栽培漁業振興公社 その他 無

2 北海道 佐々木正義 北海道栽培漁業振興公社 その他 無

3 北海道 今井 勉 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

4 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

5 北海道 今川 蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

6 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

7 北海道 沖津優也 知内町産業振興課水産振興係 行政 無

8 北海道 船越大悟 様似町役場 行政 無

9 北海道 中山一葵 広尾町水産商工観光課 行政 無

10 北海道 田村尚之 新ひだか町産業建設部水産林務課 行政 無

11 北海道 大畠賢治 別海地区干潟造成保全会　別海地区藻場・干潟保全会 活動組織 無

12 北海道 加我明夫 函館市農林水産部水産課 行政 無

13 北海道 三浦孝章 浜中町水産課水産振興係 行政 無

14 北海道 新岡慎之介 浜中町水産課 行政 無

15 北海道 野口明義 一般社団法人北海道水産会 その他 無

16 北海道 菊地伸博 江差町役場産業振興課水産係 行政 無

17 北海道 浜辺大輔 釧路町産業経済課水産係 行政 無

18 北海道 下向　渉 釧路町産業経済課水産係 行政 無

19 北海道 佐々木正人 せたな町水産林務課 行政 無

20 北海道 藤井卓也 せたな町水産林務課 行政 無

21 北海道 若林隆司 (株)アルファ水工コンサルタンツ その他 無

22 北海道 泉田典彦 (株)アルファ水工コンサルタンツ その他 無

23 北海道 冨森昌孝

知内藻場保全活動組織、知内水域監視活動組織、木古内水
域監視活動組織、北斗市第１水域監視活動組織、北斗市第
２水域監視活動組織

活動組織 無

24 北海道 松浦あかり 積丹町農林水産課 行政 無

25 北海道 水鳥純雄 積丹町農林水産課 行政 無

26 北海道 織笠浩三 北斗市水産商工労働課水産係 行政 無

27 北海道 大貫　航 ひだか漁業協同組合三石支所 漁連・漁協 無

28 北海道 坪谷允伸 奥尻地区活動組織 活動組織 無

29 北海道 橋本侑樹 奥尻地区活動組織 活動組織 無

30 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

31 北海道 朱田浩之 北海道漁業協同組合連合会 漁連・漁協 無

32 北海道 樋口真広 古平町産業課水産係 行政 無

33 北海道 新濱直樹 利尻町産業課 行政 無

34 北海道 高橋研司 北海道水産経営課 行政 無

35 北海道 金子 宏 北海道水産経営課 行政 無

36 北海道 高橋英輝 北海道水産経営課 行政 無

37 北海道 前田勇貴 北海道水産経営課 行政 無

38 北海道 佐藤貴之 根室海域環境保全協議会 活動組織 有

39 石川県 前川康弘 輪島市 行政 無

40 石川県 逢坂良太 輪島市 行政 無

41 長崎県 山口勝介 漁港漁場課 行政 無

42 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

43 コーディネーター 中尾博己 サポート専門家 専門家事務局等

44 事例紹介組織 小林強太 美国・美しい海づくり協議会（北海道積丹町） 専門家事務局等

45 水産庁 馬場　学 漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

46 水産庁 海田　馨 漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

47 全漁連 片瀬 亜妃 全国漁業協同組合連合会漁政部 専門家事務局等

48 土木センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

49 土木センター 安藤　亘 水産土木建設技術センター専門技術員 専門家事務局等

50 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

51 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

52 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 廣原正康 北海道栽培漁業振興公社 その他 無

2 北海道 佐々木正義 北海道栽培漁業振興公社 その他 無

3 北海道 今井 勉 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

4 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

5 北海道 今川 蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

6 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

7 北海道 沖津優也 知内町産業振興課水産振興係 行政 無

8 北海道 船越大悟 様似町役場 行政 無

9 北海道 中山一葵 広尾町水産商工観光課 行政 無

10 北海道 田村尚之 新ひだか町産業建設部水産林務課 行政 無

11 北海道 大畠賢治 別海地区干潟造成保全会　別海地区藻場・干潟保全会 活動組織 無

12 北海道 加我明夫 函館市農林水産部水産課 行政 無

13 北海道 三浦孝章 浜中町水産課水産振興係 行政 無

14 北海道 新岡慎之介 浜中町水産課 行政 無

15 北海道 野口明義 一般社団法人北海道水産会 その他 無

16 北海道 菊地伸博 江差町役場産業振興課水産係 行政 無

17 北海道 浜辺大輔 釧路町産業経済課水産係 行政 無

18 北海道 下向　渉 釧路町産業経済課水産係 行政 無

19 北海道 佐々木正人 せたな町水産林務課 行政 無

20 北海道 藤井卓也 せたな町水産林務課 行政 無

21 北海道 若林隆司 (株)アルファ水工コンサルタンツ その他 無

22 北海道 泉田典彦 (株)アルファ水工コンサルタンツ その他 無

23 北海道 冨森昌孝

知内藻場保全活動組織、知内水域監視活動組織、木古内水
域監視活動組織、北斗市第１水域監視活動組織、北斗市第
２水域監視活動組織

活動組織 無

24 北海道 松浦あかり 積丹町農林水産課 行政 無

25 北海道 水鳥純雄 積丹町農林水産課 行政 無

26 北海道 織笠浩三 北斗市水産商工労働課水産係 行政 無

27 北海道 大貫　航 ひだか漁業協同組合三石支所 漁連・漁協 無

28 北海道 坪谷允伸 奥尻地区活動組織 活動組織 無

29 北海道 橋本侑樹 奥尻地区活動組織 活動組織 無

30 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

31 北海道 朱田浩之 北海道漁業協同組合連合会 漁連・漁協 無

32 北海道 樋口真広 古平町産業課水産係 行政 無

33 北海道 新濱直樹 利尻町産業課 行政 無

34 北海道 高橋研司 北海道水産経営課 行政 無

35 北海道 金子 宏 北海道水産経営課 行政 無

36 北海道 高橋英輝 北海道水産経営課 行政 無

37 北海道 前田勇貴 北海道水産経営課 行政 無

38 北海道 佐藤貴之 根室海域環境保全協議会 活動組織 有

39 石川県 前川康弘 輪島市 行政 無

40 石川県 逢坂良太 輪島市 行政 無

41 長崎県 山口勝介 漁港漁場課 行政 無

42 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

43 コーディネーター 中尾博己 サポート専門家 専門家事務局等

44 事例紹介組織 小林強太 美国・美しい海づくり協議会（北海道積丹町） 専門家事務局等

45 水産庁 馬場　学 漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

46 水産庁 海田　馨 漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

47 全漁連 片瀬 亜妃 全国漁業協同組合連合会漁政部 専門家事務局等

48 土木センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

49 土木センター 安藤　亘 水産土木建設技術センター専門技術員 専門家事務局等

50 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

51 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

52 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等
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第第３３部部  海海のの安安全全確確保保部部会会  

  

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 廣原正康 北海道栽培漁業振興公社 その他 無

2 北海道 今井 勉 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

3 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

4 北海道 今川 蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

5 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

6 北海道 沖津優也 知内町産業振興課水産振興係 行政 無

7 北海道 田村尚之 新ひだか町産業建設部水産林務課 行政 無

8 北海道 大畠賢治 別海地区干潟造成保全会　別海地区藻場・干潟保全会 活動組織 無

9 北海道 加我明夫 函館市農林水産部水産課 行政 無

10 北海道 野口明義 一般社団法人北海道水産会 その他 無

11 北海道 菊地伸博 江差町役場産業振興課水産係 行政 無

12 北海道 阿部栄二 乙部町役場産業課 行政 無

13 北海道 佐々木正人 せたな町水産林務課 行政 無

14 北海道 若林隆司 (株)アルファ水工コンサルタンツ その他 無

15 北海道 泉田典彦 (株)アルファ水工コンサルタンツ その他 無

16 北海道 冨森昌孝

知内藻場保全活動組織、知内水域監視活動組織、木古内水
域監視活動組織、北斗市第１水域監視活動組織、北斗市第
２水域監視活動組織

活動組織 無

17 北海道 織笠浩三 北斗市水産商工労働課水産係 行政 無

18 北海道 大貫　航 ひだか漁業協同組合三石支所 漁連・漁協 無

19 北海道 坪谷允伸 奥尻地区活動組織 活動組織 無

20 北海道 橋本侑樹 奥尻地区活動組織 活動組織 無

21 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

22 北海道 朱田浩之 北海道漁業協同組合連合会 漁連・漁協 無

23 北海道 樋口真広 古平町産業課水産係 行政 無

24 北海道 新濱直樹 利尻町産業課 行政 無

25 北海道 高橋研司 北海道水産経営課 行政 無

26 北海道 金子 宏 北海道水産経営課 行政 無

27 北海道 高橋英輝 北海道水産経営課 行政 無

28 北海道 前田勇貴 北海道水産経営課 行政 無

29 北海道 村上雄也 羽幌町 行政 無

30 石川県 前川康弘 輪島市 行政 無

31 石川県 逢坂良太 輪島市 行政 無

32 長崎県 山口勝介 漁港漁場課 行政 無

33 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

34 コーディネーター 中尾博己 サポート専門家 専門家事務局等

35 事例紹介組織 藤井卓也 せたな町水域監視活動組織（北海道せたな町） 専門家事務局等

36 水産庁 馬場　学 漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

37 水産庁 海田　馨 漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

38 全漁連 関根 寛 全国漁業協同組合連合会漁政部 専門家事務局等

39 土木センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

40 土木センター 安藤　亘 水産土木建設技術センター専門技術員 専門家事務局等

41 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

42 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

43 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 北海道 廣原正康 北海道栽培漁業振興公社 その他 無

2 北海道 今井 勉 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

3 北海道 杉田弘之 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

4 北海道 今川 蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

5 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会 無

6 北海道 沖津優也 知内町産業振興課水産振興係 行政 無

7 北海道 田村尚之 新ひだか町産業建設部水産林務課 行政 無

8 北海道 大畠賢治 別海地区干潟造成保全会　別海地区藻場・干潟保全会 活動組織 無

9 北海道 加我明夫 函館市農林水産部水産課 行政 無

10 北海道 野口明義 一般社団法人北海道水産会 その他 無

11 北海道 菊地伸博 江差町役場産業振興課水産係 行政 無

12 北海道 阿部栄二 乙部町役場産業課 行政 無

13 北海道 佐々木正人 せたな町水産林務課 行政 無

14 北海道 若林隆司 (株)アルファ水工コンサルタンツ その他 無

15 北海道 泉田典彦 (株)アルファ水工コンサルタンツ その他 無

16 北海道 冨森昌孝

知内藻場保全活動組織、知内水域監視活動組織、木古内水
域監視活動組織、北斗市第１水域監視活動組織、北斗市第
２水域監視活動組織

活動組織 無

17 北海道 織笠浩三 北斗市水産商工労働課水産係 行政 無

18 北海道 大貫　航 ひだか漁業協同組合三石支所 漁連・漁協 無

19 北海道 坪谷允伸 奥尻地区活動組織 活動組織 無

20 北海道 橋本侑樹 奥尻地区活動組織 活動組織 無

21 北海道 長瀬桂一 根室市水産指導課 行政 無

22 北海道 朱田浩之 北海道漁業協同組合連合会 漁連・漁協 無

23 北海道 樋口真広 古平町産業課水産係 行政 無

24 北海道 新濱直樹 利尻町産業課 行政 無

25 北海道 高橋研司 北海道水産経営課 行政 無

26 北海道 金子 宏 北海道水産経営課 行政 無

27 北海道 高橋英輝 北海道水産経営課 行政 無

28 北海道 前田勇貴 北海道水産経営課 行政 無

29 北海道 村上雄也 羽幌町 行政 無

30 石川県 前川康弘 輪島市 行政 無

31 石川県 逢坂良太 輪島市 行政 無

32 長崎県 山口勝介 漁港漁場課 行政 無

33 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

34 コーディネーター 中尾博己 サポート専門家 専門家事務局等

35 事例紹介組織 藤井卓也 せたな町水域監視活動組織（北海道せたな町） 専門家事務局等

36 水産庁 馬場　学 漁港漁場部計画課課長補佐 専門家事務局等

37 水産庁 海田　馨 漁港漁場部計画課保全活動支援係長 専門家事務局等

38 全漁連 関根 寛 全国漁業協同組合連合会漁政部 専門家事務局等

39 土木センター 武田真典 水産土木建設技術センター上席研究員 専門家事務局等

40 土木センター 安藤　亘 水産土木建設技術センター専門技術員 専門家事務局等

41 事務局 熊谷　徹 全国豊かな海づくり推進協会　専務理事 専門家事務局等

42 事務局 岩橋好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

43 事務局 小迫智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等
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境
の
悪
化
。

・
稚
貝
の
付
着
が
一
部
の
礁
の
み
に
偏
っ
て
い
る
。

藻
散
布
沼
に
は
…

・
一
部
に
ア
サ
リ
が
大
量
に
分
布
し
、
過
密
と
な
っ
て
い
る
。

・
地
盤
が
悪
化
し
て
い
る
。

平
成

年
か
ら
「
環
境
・
生
態
系
保
全
活
動
支
援
事
業
」
に
よ
り
干
潟

の
保
全
活
動
を
開
始

地
域
の
現
状
と
課
題
（
活
動
場
所
紹
介
）

藻
散
布
沼

・
周
囲

㎞
・
面
積

※
半
閉
鎖
性
の
汽
水
域

※
R
３
年
に
国
定
公
園
化

1
0

1
2

9

1
1
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年
度

時
期

延
べ
人
数

駆
除
量
（
ﾄ
ﾝ
）

H
2
5
年
度

1
2
、
２
月

H
2
6
年
度

1
0
月

H
2
7
年
度

２
，
３
月

H
2
8
年
度

３
月

H
2
9
年
度

漁
協
青
年
部
活
動
で
実
施

活
動
の
実
施
状
況
と
成
果
（
機
能
低
下
を
招
く
生
物
の
除
去
）

～
年
度
に
会
員
総
出
で
大
規
模
に
駆
除

・
年
度
か
ら
激
減

・
漁
業
者
の
意
識
も
高
ま
り
、

操
業
時
に
継
続
し
て
駆
除

・
現
在
、
漁
場
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、

活
動
主
体
を
青
年
部
に
移
行
し
て
継
続
し
て
い
る
。

活
動
の
実
施
状
況
と
成
果
（
漁
場
耕
耘
）

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
耕
耘
作
業
を
４
～
５
月
に
実
施

・
ア
サ
リ
の
成
長
に
悪
影
響
を
与
え
る

雑
海
藻
類
の
駆
除

・
底
質
の
改
善
に
よ
る
ア
サ
リ
の
生
息
環
境
の
整
備

年
度

時
期

延
べ
人
数

耕
耘
面
積
（
h
a
）

H
2
9
年
度

４
～
５
月

H
3
0
年
度

４
～
５
月

R
1
年
度

４
～
５
月

R
2
年
度

４
～
５
月

R
3
年
度

４
～
５
月

活
動
の
実
施
状
況
と
成
果
（
客
土
）

客
土
に
よ
り
地
盤
高
を
約

㎝
か
さ
上
げ

・
干
潮
時
に
水
が
溜
ま
ら
な
く
な
っ
た

・
ア
マ
モ
の
着
生
が
な
く
な
っ
た

・
ア
サ
リ
の
稚
貝
が
増
え
た

（
年
客
土
実
施
区
：
０
個
→

個
）

※
過
去
に
は

個
㎡
ま
で
増
加
し
た
地
点
も

年
度

時
期

延
べ
人
数

客
土
面
積
（
h
a
）

H
2
5
年
度

１
、
３
月

H
2
6
年
度

1
0
月

H
2
7
年
度

２
，
３
月

H
2
8
年
度

３
月

H
2
9
年
度

３
月

H
3
0
年
度

３
月

R
1
年
度

３
月

R
2
年
度

３
月

R
3
年
度

３
月

話
し
合
い
に
よ
る
計
画
策
定
及
び
進
行
管
理

通
年

○
○

○
○

○
○

○
○

○
客
土

1
0
月
～
３
月

○
○

○
○

○
○

○
○

○
漁
場
耕
耘

４
月
～
５
月

－
－

－
－

○
○

○
○

○
機
能
低
下
を
招
く
生
物
の
除
去
（
ヒ
ト
デ
駆
除
）

５
月
～
２
月

○
○

○
○

－
－

－
－

－
死
殻
の
除
去

３
～
1
0
月

○
○

○
○

－
－

－
－

－
移
殖
に
よ
る
密
度
管
理

５
月
～
1
0
月

○
○

○
○

○
○

○
○

○
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

通
年

○
○

○
○

○
○

○
○

○

活
動
項
目

実
施
月

実
施
年
度

活
動
の
目
標
と
計
画

（
１
）
活
動
目
標

・
各
種
保
全
活
動
を
通
じ
て
、
火
散
布
沼
及
び
藻
散
布
沼
の
干
潟
に
お
け
る
地
域
資
源
の

維
持
・
回
復
を
図
る
こ
と

（
２
）
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
実
施
期
間

平
成

年
～

年
（
第
１
期
）
、

年
～

年
（
第
２
期
）
、

令
和

年
～

年
（
第
３
期
）

（
３
）
活
動
項
目

※
上
記
以
外
に
、
散
布
小
・
中
学
校
の
干
潟
学
習
へ
の
協
力
な
ど

青
年
部
活
動
へ
移
行

1
4

1
6

1
3

1
5
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活
動
の
実
施
状
況
と
成
果
（
移
殖
前
後
の
密
度
変
化
）

１ ㎡ あ た り の 平 均 重 量 （ ㎏ ／ ㎡ ）

３
年
度

ア
サ
リ
密
度
管
理
前
後
の
重
量
密
度
（
㎏

㎡
）

・
移
殖
元
は
高
密
度
解
消
、
移
殖
先
は
お
お
む
ね
密
度
上
昇

移
殖
前

移
殖
後

活
動
の
実
施
状
況
と
成
果
（
移
殖
の
実
施
例
）

３
年
度
移
殖
状
況

・
密
度
が
高
い
火
散
布
沼

年
礁
及
び
藻
散
布
Ａ
・
Ｂ
礁
か
ら
、

主
要
な
漁
場
で
あ
る
火
散
布
沼
１
～
６
の
島
に
移
殖
し
て
い
る
。

・
移
殖
時
期
は
ア
サ
リ
が
潜
砂
し
や
す
い
春
～
夏
の
間
に
行
っ
て
い
る
。

※
点
は
移
殖
前
後
調
査
定
点

活
動
の
実
施
状
況
と
成
果
（
移
殖
に
よ
る
密
度
管
理
）

年
度

延
べ
人
数

移
殖
量
（
ﾄ
ﾝ
）

H
2
5
年
度

H
2
6
年
度

H
2
7
年
度

H
2
8
年
度

H
2
9
年
度

H
3
0
年
度

R
1
年
度

R
2
年
度

R
3
年
度

活
動
の
実
施
状
況
と
成
果
（
死
殻
の
除
去
） ～

年
度
に
会
員
総
出
で
除
去

・
年
度
か
ら
激
減

・
漁
場
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、

年
度
以
降
は
未
実
施

年
度

時
期

延
べ
人
数

除
去
量
（
ﾄ
ﾝ
）

H
2
5
年
度

1
0
、
３
月

H
2
6
年
度

５
月

H
2
7
年
度

５
月

H
2
8
年
度

５
月

H
2
9
年
度

－
－

－

1
8

2
0

1
7

1
9
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普
及
・
啓
発
活
動
（
地
元
小
・
中
学
校
の
干
潟
学
習
へ
の
協
力
）

学
校
の
活
動
内
容
②

・
年
か
ら
ア
サ
リ
の
出
荷
を
開
始

・
出
荷
し
た
収
益
金
は
…

義
援
金
と
し
て
東
北
や
九
州
の
被
災
地
の
中
学
校
へ

地
元
の
老
人
ホ
ー
ム
へ
車
い
す
を
寄
贈

・
学
校
は
干
潟
学
習
の
場
と
し
て
利
用

・
干
潟
学
習
の
結
果
は
毎
年
、
文
化
祭
で
発
表

今
後
も
干
潟
学
習
に
協
力
し
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
意
義
や

環
境
保
全
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
く

普
及
・
啓
発
活
動
（
地
元
小
・
中
学
校
の
干
潟
学
習
へ
の
協
力
）

学
校
の
活
動
内
容
①

・
昭
和

年
頃
か
ら
干
潟
の
一
部
を
学
校
へ
開
放

・
学
校
は
水
産
学
習
の
場
と
し
て
利
用

干
潟
の
環
境
整
備
（
害
敵
駆
除
、
死
殻
除
去
、
移
殖
）

資
源
量
調
査

干
潟
の
生
態
的
意
義
の
学
習

ア
サ
リ
の
流
通
に
つ
い
て
（
漁
協
へ
の
出
荷
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
（
資
源
量
調
査
結
果
の
推
移
）

推 定 資 源 量 （ ㌧ ）

ア
サ
リ
推
定
資
源
量
の
経
年
変
化
（
過
去

年
間
：

～
年
）

※
火
散
布
１
～
４
の
島
及
び
藻
散
布
Ａ
・
Ｂ
礁
の
み

・
年
に
減
少
し
た
が
、

～
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い

・
今
後
も
資
源
状
況
に
応
じ
た
漁
獲
を
進
め
て
い
く
。

漁
獲
対
象
未
満
貝
（
殻
長

㎜
未
満
）

漁
獲
対
象
貝
（
殻
長

㎜
以
上
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
（
効
果
調
査
）

調
査
内
容

①
移
殖
前
後
調
査
：

～
７
月

②
資
源
量
調
査
：
９
月

・
定
点
（

年
）
で

㎝
枠
内
の
ア
サ
リ
を
採
取

・
殻
長
と
重
量
を
測
定
後
、
密
度
面
積
法
で
資
源
量
を
算
出

③
稚
貝
調
査
：
９
月

・
定
点
で
直
径

㎝
の
円
筒
枠
内
の
１
年
貝
を
採
取
し
、
殻
長
と
個
数
を
測
定

2
2

2
4

2
1

2
3
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最
後
に

・
後
世
に
豊
か
な
資
源
と
環
境
を
残
せ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

・
多
く
の
人
た
ち
に
干
潟
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
課
題
・
計
画

稚
貝
分
布
状
況
（
個

㎡
）

火
散
布
沼
の
主
要
漁
場
に
直
接
付
着
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
移
殖
の
手
間
が
省
け
る

稚
貝
の
付
着
は

年
調
査
時
に
も
極
端
に
偏
っ
て
お
り
、
藻
散
布
沼
で
非
常
に
多
い

火
散
布
沼
で
の
耕
耘
・
客
土
等
に
よ
り
、
稚
貝
が
付
着
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く

今
後
の
課
題
・
計
画

一
部
の
地
点
で
は
移
殖
後
に
増
加
し
た
ア
サ
リ
が
、

資
源
量
調
査
時
ま
で
残
存
出
来
て
い
な
い
恐
れ
が
あ
る

個 数 （ 個 ／ 篩 （ ㎡ ） ）

今
後
も
継
続
し
て
移
殖
前
後
調
査
及
び
資
源
量
調
査
を
行
い
、

移
殖
先
の
適
地
を
選
定
し
て
、
移
殖
し
た
ア
サ
リ
を
確
実
に
資
源
量
に
つ
な
げ
る

今
後
の
課
題
・
計
画

継
続
し
た
保
全
活
動
と
資
源
管
理
で
、
資
源
量
、
漁
獲
量
は
あ
る
程
度
安
定
し
て
い
る
が
…

藻
散
布
中
の
島
で
は
漁
場
が
使
い
づ
ら
い
と
い
う
理
由
で
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、

底
質
の
悪
化
に
よ
る
生
息
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

①
漁
場
が
利
用
さ
れ
ず
に
底
質
が
固
く
な
る

②
底
質
が
悪
化
し
、
ア
サ
リ
が
い
な
く
な
る

③
ア
サ
リ
が
い
な
い
た
め
、

利
用
さ
れ
な
く
な
る

悪 循 環

こ
れ
ま
で
は
主
に
移
殖
元
と
し
て
利
用
し
て
い
た
が
、

漁
獲
へ
の
利
用
も
検
討
し
て
未
利
用
漁
場
を
減
ら
す

2
6

2
8

2
5

2
7
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干
潟
の
機
能
と
役
割

生
態
系
保
全
機
能
の
必
要
性

図
で
見
る
日
本
の
水
産

H
29
水
産
庁

水
産
業
・
漁
村
の
多
面
的
機
能

図
で
見
る
日
本
の
水
産

H
29
水
産
庁

干
潟
の
機
能
と
水
産
多
面
的
機
能

発
揮
対
策
活
動
の
事
例
に
つ
い
て

技
術
サ
ポ
ー
ト
専
門
家

技
術
士

(水
産
部
門

)
中
尾

博
己

令
和

4年
度

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

( 干
潟
部
会

)

②干潟の機能と水産多面的機能発揮対策活動の事例について

2 4

1 3
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水
産
庁

H
Pよ
り

・客
土

稚
魚
の
ゆ
り
か
ご
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
さ
か
な
瓦
版

10
8よ
り

5 7

6 8
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干
潟
の
場
・
干
潟
資
源
の
維
持

活
動
事
例

機
能
低
下
を
招
く
、
被
覆
性
生
物
の
除
去

腹
足
類
・
ヒ
ト
デ
類

(湾
中
地
区
干
潟
保
全
協
議
会

)

干
潟
の
場
の
維
持

活
動
事
例

耕
耘

(湾
中
地
区
干
潟
保
全
協
議
会

)

干
潟
の
場
の
維
持

活
動
事
例

客
土

(湾
中
地
区
干
潟
保
全
協
議
会

)

湾
中
地
区
干
潟
保
全
協
議
会
活
動
地
区

1
0

1
2

9

1
1
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干
潟
の
場
・
干
潟
資
源
の
維
持

活
動
事
例

被
覆
性
生
物
の
除
去
・
害
敵
生
物
の
タ
マ
貝
駆
除

(歯
舞
地
区
干
潟
保
全
協
議
会

)

ツ
メ
タ
ガ
イ
の
卵
の
う

(砂
茶
碗

)
4万
個
前
後
の
卵
の
塊

親
貝
と
共
に
砂
茶
碗
を
駆
除
し
ま
す
。

干
潟
の
場
・
干
潟
資
源
の
維
持

活
動
事
例

被
覆
性
生
物
の
除
去
・
害
敵
生
物
の
ヒ
ト
デ
駆
除

(歯
舞
地
区
干
潟
保
全
協
議
会

)

歯
舞
地
区
干
潟
保
全
協
議
会
の
活
動
場
所

干
潟
資
源
の
維
持

活
動
事
例

ア
サ
リ
稚
貝
・
母
貝
の
密
度
管
理
・
移
殖
放
流

(湾
中
地
区
干
潟
保
全
協
議
会

)

1
4

1
6

1
3

1
5
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そ
の
他
の
活
動
事
例

地
元
財
産
と
し
て
の
干
潟
の
重
要
性
を
認
識
し
て

も
ら
う
研
修
会
や
環
境
学
習
・
体
験
漁
業
の
実
施

(歯
舞
地
区
干
潟
保
全
協
議
会

)

ア
サ
リ
と
干
潟
の
水
産
学
習

潮
干
狩
り
に
よ
る
漁
業
体
験
開
催

干
潟
資
源
の
維
持

活
動
事
例

母
貝
の
移
殖
放
流

(歯
舞
地
区
干
潟
保
全
協
議
会

)

干
潟
の
場
・
干
潟
資
源
の
維
持

活
動
事
例

被
覆
性
生
物
の
除
去
・
害
敵
生
物
の
ヒ
ト
デ
・
ツ
ブ
駆
除

(厚
岸
湖
内
地
区
活
動
組
織

)

ス
タ
ー
モ
ッ
プ
で
駆
除
さ
れ
た
ヒ
ト
デ
類
・
三
角
ツ
ブ

(ｴ
ｿ
ﾞﾁ
ﾁ
ﾞﾐ
ﾎ
ﾞﾗ

)徒
手
駆
除

干
潟
の
場
・
干
潟
資
源
の
維
持

活
動
事
例

被
覆
性
生
物
の
除
去
・
害
敵
生
物
の
ヒ
ト
デ
駆
除

(厚
岸
湖
内
地
区
活
動
組
織

)

ス
タ
ー
モ
ッ
プ
曳
網
方
式
で
、
効
率
的
に
ヒ
ト
デ
を
駆
除

1
8

2
0

1
7

1
9
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終
わ
り
に
参
考
と
し
て
思
う
こ
と

•
老
貝
は
早
く
取
り
上
げ
、
利
用
し
、
ア
サ
リ
資
源
の
更
新

(若
返
り

)を
図
ろ
う
。

•
稚
仔
沈
着
促
進
法
と
し
て
ケ
ア
ー
シ
ェ
ル
な
ど
が
あ
る
が
、

ア
サ
リ
フ
ェ
ン
ス

(ウ
ニ
フ
ェ
ン
ス
的
な
も
の

)で
渦
流
を
生

じ
さ
せ
、
浮
遊
幼
生

(ラ
ー
バ

)の
集
積
、
沈
着
を
図
っ
て

み
た
い
。

•
耕
う
ん
は
底
質
の
軟
化
や
酸
素
補
給
等
に
効
果
的
。

•
タ
マ
貝
駆
除
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
一
個
体
が
一
つ

の
卵
の
う
を
生
み
出
す
と
、
約

4万
個
の
子
供
が
生
ま
れ

る
。

ま
と
め

海
岸
の
環
境
維
持
や
漁
業
生
産
の
場
そ
し
て
国
民
の

親
水
エ
リ
ア
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
干
潟
を
守
り

育
て
て
い
く
こ
と
は
国
民
へ
の
福
祉

(幸
福

)の
向
上
の

一
助
と
し
て
価
値
あ
る
活
動
で
あ
る
。
具
体
的
に
は

○
干
潟
の
現
状
を
把
握
し
よ
う

○
問
題
点
を
見
つ
け
改
善
点
を
整
理
し
、
活
動
の
テ
ー

マ
を
持
と
う

(例
ア
サ
リ
対
策
な
ど

)
○
ア
サ
リ
を
例
に
、
改
善
策
を
継
続
的
に
実
行
し
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
評
価
し
よ
う
。

○
継
続
は
力
で
あ
る
。

2
2

2
1
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水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

令
和

年
月

日

うに
どん

～
持

続
可

能
な

漁
業

の
た

め
に

～

～
地

球
環

境
を

守
る

た
め

に
～

ウ
ニ

か
ら
始
ま
る
S
D
G
s

1

積
町

丹
を

訪
れ

る
観

光
客

の
動

向

観
光
客
は
ウ
ニ
漁
期
に
集
中

コ
ロ
ナ
禍
で
も

月
は
増
加
傾
向

超
人
気

高
級
ブ
ラ
ン
ド
『
積
丹
ウ
ニ
』
を
求
め
て

生
ウ
ニ
丼

4

総
面
積
：

㎡
人

口
：

人
（

月
末
現
在
）

積
丹
町

積
丹
半
島
の
先
端
に
位
置
し
、
か
つ
て
ニ
シ
ン
漁
で
発
展
し
た
沿
岸
漁
業
の
町

紺
碧
な
海
と
奇
岩
群
が
連
な
る
道
内
唯
一
の
「海
域
公
園
」に

指
定
さ
れ
た
景
勝
地

総
面
積
：

㎡
人

口
：

人
（

月
末
現
在
）

積
丹
町

積
丹
半
島
の
先
端
に
位
置
し
、
か
つ
て
ニ
シ
ン
漁
で
発
展
し
た
沿
岸
漁
業
の
町

沿
岸
漁
業
の
町

紺
碧
な
海
と
奇
岩
群
が
連
な
る
道
内
唯
一
の
「海
域
公
園
」に

指
定
さ
れ
た
景
勝
地

積
丹
半
島
の
先
端
に
位
置

紺
碧
な
海
と
奇
岩
群
が
連
な
る
道
内
唯
一
の

町
の
中
心
地
「
美
国
町
」

拠
点
漁
港
「
第
３
種
美
国
漁
港
」

2

４　藻場部会

①事例紹介　美国・美しい海づくり協議会

活
動
項
目

活
動
内
容

環
境
生
態
系
保
全
事
業

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

2
1
年
度
2
2
年
度
2
3
年
度
2
4
年
度
2
5
年
度
2
6
年
度
2
7
年
度
2
8
年
度
2
9
年
度
3
0
年
度

元
年
度

2
年
度

3
年
度

4
年
度

藻 場 の 保 全

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

食
害
動
物
の
除
去

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

栄
養
塩
類
の
供
給

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

母
藻
の
設
置

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

海
藻
の
種
苗
投
入

●
●

⚫
活
動
組
織
の
発
足

平
成

年
月

日
⚫
構
成
員
の
数
と
形
態

□
会

長
白
川
浩
司

・
漁
業
者
（
浅
海
部
会
、
青
年
部
）

人
・
漁
業
者
以
外

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
役
職
員

人
他

人
合
計

人
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容

活
動

組
織

の
概

要

3
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ウ
ニ

漁
業

の
現

状

・
磯
焼
け
現
象
に
よ
り
生
産
量
は
不
安
定

・
操
業
日
数
も
低
迷

・
供
給
量
が
不
足
し
て
い
る

磯
焼
け
現
象

5

養
殖
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ

漁
港
内

に
お
け
る
コ
ン
ブ
養
殖

養
殖
に
よ
る
計
画
的
な
生
産

・
天
然
ウ
ニ
へ
の
給
餌
に
よ
る
身
入
り
向
上

・
海
中
篭
肥
育
や
陸
上
畜
養
の
実
施

・
食
品
へ
の
利
用

・
家
畜
飼
料
へ
の
応
用

美
国
浅
海
部
会

美
国
浅
海
部
会

美
国
青
年
部

積
丹
浅
海
部
会

積
丹
青
年
部

8

活
動
区
域

積
丹
町
美
国
町
(茶

津
)

海
の
森
づ
く
り

～
藻
場
造
成
活
動
～

美
国
漁
港

6

海
の
森
づ
く
り

～
藻
場
造
成
活
動
～

基
本
は
農
業
畑
作
と
同
じ

畑
づ
く
り

海
藻
を
食
べ
つ
く
す
ウ
ニ
を
除
去
し
コ
ン
ブ
を
育
て
る
畑
の
造
成

種
ま
き

胞
子
を
出
す
コ
ン
ブ
を
設
置

施
肥

コ
ン
ブ
の
成
長
を
促
進
す
る
窒
素

・
リ
ン
等
を
溶
出
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
投
入

造
成
さ
れ
た
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
の
森

4.
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

効
果

を
確

認

7
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ウ
ニ
殻
肥
料

ウ
ニ
殻
ロ
ー
プ
に
よ
る
増
産

持
続

型
ウ

ニ
漁
業
の
取
り
組
み

ウ
ニ
漁
場
へ
給
餌

実
入
り
促
進

ウ
ニ
海
中
篭
肥
育

痩
せ
ウ
ニ
の
活
用

ウ
ニ
陸
上
蓄
養

安
定
供
給

安
定

供
給

家
畜
飼
料

し
お
か
ぜ
羊

食
用
品
製
造

そ
の
他
の
利
用

磯
焼
け
漁
場
で

藻
場
を
再
生

海
の

森
づ

く
り

ウ
ニ
殻

ウ
ニ
殻
ロ
ー
プ

コ
ン

ブ
種

苗
糸

ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
養
殖

餌
料
海
藻
生
産

9

養
殖
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
生
育
比
較
試
験

右
側

対
照
ロ
ー
プ

本
分

本
左
側

施
肥
ロ
ー
プ

本
分

本
倍

施
肥

ロ
ー

プ
対

照
ロ
ー
プ

令
和
元
年

月
日

令
和

年
月

日

右
側

対
照
ロ
ー
プ

本
左
側

施
肥
ロ
ー
プ

本
倍

施
肥
ロ
ー
プ

対
照
ロ
ー
プ

年
続
け
て
ウ
ニ
殻
に
含
ま
れ
る
窒
素
・
リ
ン
等
の

栄
養
塩
効
果
が
実
証
さ
れ
た

12

・
ウ

ニ
の

む
き

身
生

産
で

殻
が

残
る

・
殻

は
廃

棄
物

ゴ
ミ

と
し

て
処

理
し

て
い

る

・
そ

の
量

は
年

間
㌧

前
後

何
と

か
有

効
利

用
で

き
な

い
か

!!

殻
に
含
ま
れ
る
栄

養
分

(窒
素

・
リ

ン
)が

海
藻

(コ
ン
ブ
)の

肥
料
に
使
え
る
の
で
は
な
い
か

「
ウ
ニ
殻
」
再
利
用
の
取
組

H
27

～
産

学
官

に
よ

る
「

漁
業

系
廃

棄
物

資
源

利
活

用
推

進
事

業
」

を
実

施

10

養
殖
コ
ン
ブ
で
効
果
を
検
証

【ウ
ニ殻

活
用
試
験
】

養
殖
コ
ン
ブ
で
生
育
の
比
較
試
験
を
実
施

ウ
ニ
殻

ウ
ニ
殻
粉
末
を
付
け
た
施
肥
ロ
ー
プ

コ
ン
ブ
種
苗
糸

養
殖
施
設
に
垂
下
し
た
施
肥
ロ
ー
プ

施
肥
ロ
ー
プ

養
殖
施
設

11
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ウ
ニ
殻
肥
料
で
コ
ン
ブ
を
増
産

で
き

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。

ウ
ニ

の
餌

に
使

う
だ

け
で

は
な
く
、

他
に

も
利

用
で

き
な

い
か

。

食
用

へ
の

加
工

畜
産
飼
料
へ
利
用

13

ウ
ニ
殻
肥
料
の
作
成

粉
砕
し
た
ウ
ニ
殻

堆
積
場
所
で
自
然
乾
燥
さ
せ
た

ウ
ニ
殻
を
ス
コ
ッ
プ
等
で
粉
砕

す
る

天
然
ゴ
ム
を
混
合

水
道
水
で
希
釈
し
た
天
然
ゴ
ム

を
混
合
す
る

成
型
乾
燥
固
化

バ
ケ
ツ
等
の
容
器
に
入
れ
て

成
型
後
自
然
乾
燥
さ
せ
る

16

養
殖

ホ
ソ

メ
コ

ン
ブ

の
有

効
活

用

ウ
ニ
殻
肥
料
で
増
産
が
可
能

食
用
や
家
畜
飼
料
へ
の
活
用

・
水
産
と
畜
産
の
連
携
事
業

畜
産
飼
料
と
し
て
の
利
用

高
級
羊
肉
の
生
産

し
お
か
ぜ
羊

生
冷
凍
品

食
用
コ
ン
ブ 乾
燥
品

14

養
殖
コ
ン
ブ
で
良
い
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら

磯
焼
け
漁
場
の
肥
料
に
も
使
え
な
い
か

ウ
ニ
殻
肥
料
を
作
っ
て
み
た

15
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ウ
ニ
殻
肥
料
の
設
置

設
置
時
期

月

収
納
篭
と
肥
料
を
設
置
区
に
輸
送

沈
め
た
篭
に
肥
料
を
入
れ
る

蓋
を
閉
め
て
ア
ン
カ
ー
で
固
定

17

藻
場

造
成

の
経

済
効

果

身
の
品
質

色
味
等

に
よ
る
価
格
向
上

生
産
量
で
約

倍

設
置
区

令
和

年
月

日

実
の
重
量
と品

質
を比

較

対
照
区 級
品

極
上
品

個
数

全
重
量
kg

生
殖
腺
重
量
kg

生
殖
腺
指
数
%

倍
率

設
置
区

対
照
区

生
殖
腺
指
数

生
殖
腺
重
量

全
重
量
×比
率

20

ウ
ニ

殻
肥

料
の

効
果

実
証

(海
の

森
づ

く
り
)

ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
の
森
が
形
成
さ
れ

施
肥
効
果
が
実
証
さ
れ
た

ウ ニ 殻 肥 料 設 置 区 対 照 区

令
和

年
月

令
和

年
月

令
和

年
月

18

藻
場

コ
ン
ブ

が
で
き

た

こ
れ
に
よ
る
経
済
的
な
効
果
は

ど
れ
く
ら
い
か

ウ
ニ
の
生
産
で
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

19

23



ウ
ニ
殻
肥
料
を
使
っ
て

コ
ン
ブ
の
森
を
作
る
こ
と
で
、

ウ
ニ
漁
業
の
生
産
性
向
上
を

実
証
で
き
た
。

ウ
ニ
と
藻
場
の
循
環
型
再
生
産
が
実
践
で
き
た

21

ウ
ニ
殻
肥
料
の
取

り
組

み
は

持
続

可
能

な
漁

業
を

成
立

さ
せ

る
だ

け
で

は
な

く

地
球
環
境
を
守
る

こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す

ウ
ニ

か
ら
始
ま
る
SD

G
s!!

ウ
ニ
丼

24

海
の
森
づ
く
り

～
ウ
ニ
漁
を
続
け
る
た
め
に
～

長
年
、
活
動
を
続
け
て
い
る
皆
さ
ん
で
す
。

美
国
・
美
し
い
海
づ
く
り
協
議
会

余
別
・
海

く
み
た
い

令
和
3年

3月
2日

第
26

回
全
国
青
年
女
性
漁
業
者
交
流
大
会

農
林

水
産
大
臣
賞

受
賞

は
ぐ

22

水
畜
連
携
事
業

畜
産
飼
料

し
お
か
ぜ
羊

)

コ
ン
ブ
食
品
開
発

乾
燥
商
品
、
生
商
品

ウ
ニ

藻
場

養
殖

ウ
ニ
殻

剥
き
身

栄
養

循
環
型
再
生
産

コ
ン
ブ

安
定
生
産
供
給

剥
き
身

安
定
生
産
供
給

安
定
生
産
供
給

持
続
可
能
な
漁
業

新
た
な
生
産
手
段

養
殖
・
肥
育
・
蓄
養

藻
場

生
態
系
保
全

O
2放

出

産
卵
・
成
育
場

農
林
業
用
施
肥
材

森
林
等
か
ら
の
有
機
物

河
川

ウ
ニ
殻
に
よ
る
循
環
型
再
生
産

～
さ

ら
な

る
効

果
～

SD
G
s

つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

藻
場

養
殖

コ
ン
ブ

コ
ン
ブ

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

C
O

2吸
収

カ
ー

ボ
ン
ク

レ
ジ

ッ
ト

排
出
量
取
引

種
の
保
存

生
物
多
様
性

生
産
増
大

ウ
ニ
殻ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ウ
ニ
殻
肥
料
製
造
事
業

新
規
事
業
創
設

・
殻
集
積
シ
ス
テ
ム

・
製
造
プ
ラ
ン
ト

雇
用

の
創

出

23
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うに
どん

地
球

環
境

を
守

り
な

が
ら

ウ
ニ

漁
が

い
つ

ま
で

も
続

く
よ

う

活
動

は
続

き
ま

す
。

25

25

25



人
工
的
に
藻
場
造
成
し
た
場
合
の
動
物
の
調
査
結
果

•
平
成

7年
の
太
平
洋
西
部
海
岸
で
の
結
果

•
付
着
植
物

32
種
類

主
な
も
の
は
コ
ン
ブ
・
モ
ク
・

ア
オ
サ
・
ダ
ル
ス
・
ヒ
バ
・
コ
ノ
ハ
ノ
リ
等
で
し
た
。

・
付
着
動
物
は

94
種
類

主
な
も
の
は
ゴ
カ
イ
・
巻

貝
・
ヨ
コ
エ
ビ
・
ウ
ニ
な
ど
。

こ
の
ほ
か
に
葉
上
・
葉
間
生
物
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。

・
藻
場
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
の
で
す
。

生
態
系
保
全
機
能
の
必
要
性

図
で
見
る
日
本
の
水
産

H
29
水
産
庁

水
産
業
・
漁
村
の
多
面
的
機
能

図
で
見
る
日
本
の
水
産

H
29
水
産
庁

「
磯
焼
け
」
と
「
ウ
ニ
対
策
」
・

「
藻
場
保
全
」
に
つ
い
て

令
和

4年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

(藻
場
部
会

)

技
術
サ
ポ
ー
ト
専
門
家

中
尾
博
己

技
術
士

(水
産
部
門

:漁
業
及
び
増
養
殖

)

②「磯焼け」と「ウニ対策」・「藻場保全」について

2 4

1 3
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「
磯
焼
け
」
と
は

浅
海
の
岩
礁
・
転
石
場
に
お
い
て
、

藻
場
が
季
節
的
消
長
や
通
常
の
経
年
変
化

の
範
囲
を
超
え
て
、
著
し
く
衰
退
ま
た
は
消
失

し
て
、
砂
漠
の
よ
う
に
海
藻
が
失
わ
れ
た
状
態

5 7

6 8
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磯
焼
け
が
常
態
化
し
て
い
る
海
底
か
ら
磯
焼
け
し
た
岩
石
に
は
海
藻
の
種
は

付
着
し
て
い
な
い
の
か
、
確
認
す
る
た
め
、
磯
焼
け
岩
石
を
水
槽
で
培
養
実
験

を
行
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
・
・
・

磯
焼
け
の
一
状
景

丸
坊
主
に
な
っ
た
岩
礁

浅
場
の
微
小
海
藻
を
食
べ
つ
く
す
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ

20
18

.松
前

藻
場
衰
退
原
因
の
一
つ
で
あ
る

ウ
ニ
の
食
害
対
策
に
つ
い
て

磯
焼
け
を
引
き
起
こ
す
代
表
的
な
ウ
ニ
は
北
海
道

で
は
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
で
す
。

そ
こ
で
、
ウ
ニ
に
つ
い
て
対
策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

1
0

1
2

9

1
1
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19
87
渡
島
西
部
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
摂
餌
量
は
同
じ
サ
イ
ズ
の
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
に
比
べ

7倍
以
上
の
コ
ン
ブ
類
を
食
べ
る
。

-4
0

-3
0

-2
0

-1
00102030405060

宗
谷
留
萌
石
狩
後
志
檜
山
渡
島
胆
振
日
高
十
勝
釧
路
根
室
網
走

日
本
海
沿
岸

津
軽
海
峡
・

噴
火
湾
沿
岸

太
平
洋
沿
岸

オ ホ
ー

ツ
ク

海
沿 岸

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
増
加
率

%

こ
の

50
年
の
間
に
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
が
減
り
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
漁
獲
率
が

道
南
・
日
本
海
・
道
北
で
増
し
て
い
る
。
磯
焼
け
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

す
る
と
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

こ
ん
な
ふ
う
に
沢
山
の
海
藻
が
芽
吹
き
ま
し
た
。

1
4

1
6

1
3

1
5
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べ
た
と
し
た
無
節
石
灰
藻
に
覆
わ
れ
る
と
、
な
か
な
か
コ
ン
ブ
が
根
付
き
づ
ら
い

コ
ン
ブ
の
芽
を
食
べ
る
の
は
、
ウ
ニ
ば
か
り
で
は
な
く
、
巻
貝

(こ
こ
で
は
ク
ボ
ガ
イ

)
も
盛
ん
に
食
べ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

藻
場
と
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
知
見

2

•
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
な
ど
コ
ン
ブ
目
の
大
型
褐
藻
類
は

ウ
ニ
に
対
す
る
摂
食
阻
害
物
質

(フ
ロ
ロ
タ
ン
ニ

ン
)を
持
つ
と
共
に
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
を
分

泌
し
て
ウ
ニ
の
幼
生
を
死
亡
さ
せ
、
防
衛
し
て
い

る
。

(1
99

9.
20

08
 東
北
大
谷
口
・
吾
妻

)
•

20
０

g/
m

2以
上
の
ウ
ニ
の
分
布
密
度
は
藻
場
形

成
の
阻
害
要
因

(1
99

0 
東
北
水
研
浅
野
・
菊

池
ら

)

藻
場
と
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
知
見

1

•
岩
盤
を
覆
う
石
灰
藻
が
生
産
す
る
化
学
物
質

(ジ
プ
ロ
モ
メ
タ
ン

)は
ウ
ニ
の
変
態
・
加
入
が
誘
発
さ

れ
、
石
灰
藻
地
帯
に
ウ
ニ
が
優
先
さ
れ
る
。

•
ウ
ニ
が
多
い
磯
焼
け
地
帯
で
も
ア
ミ
ジ
グ
サ
や
シ

ワ
ヤ
ハ
ズ
な
ど
の
一
部
小
型
海
藻
は
ウ
ニ
に
対

す
る
摂
食
阻
害
物
質

(テ
ル
ペ
ン
・
フ
ェ
ノ
ー
ル
化

合
物

)を
持
っ
て
い
る
。

1
8

2
0

1
7

1
9
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藻
場
保
全
対
策
事
例

2-
2

北
海
道
入
舟
の
海
を
豊
か
に
す
る
会

コ
ン
ブ
母
藻
設
置

コ
ン
ブ
種
苗
投
入

藻
場
保
全
対
策
事
例

2-
1

北
海
道
歯
舞
地
区
藻
場
造
成
保
全
会

海
藻
の
種
苗
投
入

ウ
ニ
フ
ェ
ン
ス
の
実
験
結
果
～
右
半
分
が
藻
場
が
再
生
さ
れ
た
造
成
区
。

左
側
が
対
照
区
。
対
照
区
で
見
え
る
海
藻
は
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
が
ほ
と
ん
ど

食
さ
な
い
ケ
ウ
ル
シ
グ
サ
と
フ
ク
ロ
ノ
リ
な
ど
で
あ
る
。

藻
場
造
成
対
策
案

1
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
は
フ
ワ
フ
ワ
し
て
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
物
体
を

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
性
質
を
生
か
し
て
、
侵
入
防
止
フ
ェ
ン
ス
を
考
案
し

実
験
を
行
っ
た
結
果
、
藻
場
を
造
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

2
2

2
4

2
1

2
3
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藻
場
保
全
対
策
事
例

2-
6

北
海
道
入
舟
の
海
を
豊
か
に
す
る
会

岩
盤
清
掃
高
圧
洗
浄
機
を
用
い
た
石
灰
藻
剥
離

石
灰
藻
剥
離
に
よ
り
ワ
カ
メ
な
ど
の
群
落
が
形
成
さ
れ
た
。

藻
場
保
全
対
策
事
例

2-
5

北
海
道
昆
布
森
の
海
を
守
る
会

岩
盤
清
掃
海
底
洗
耕
機
を
用
い
た
雑
草
駆
除

藻
場
保
全
対
策
事
例

2-
4

北
海
道
歯
舞
地
区
藻
場
造
成
保
全
会

岩
盤
清
掃
ス
ガ
モ
駆
除

藻
場
保
全
対
策
事
例

2-
3

北
海
道
歯
舞
地
区
藻
場
造
成
保
全
会

岩
盤
清
掃
チ
ェ
ー
ン
振
り

2
6

2
8

2
5

2
7
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お
わ
り
に

人
の
英
知
を
働
か
せ

藻
場
を
再
生
・
保
全
し

資
源
を
つ
く
り
、
育
て
ま
し
ょ
う

2
9
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１）美国・美しい海づくり協議会（北海道 積丹町） 
 
【活動における課題】 

平成 28 年度：磯焼けにより消失した藻場の再生 

平成 29 年度：磯焼けにより消失した藻場の再生 

平成 30 年度：磯焼けにより消失した藻場の再生 

令和元年度：磯焼けにより消失した藻場の再生 

令和２年度：磯焼けにより消失した藻場の再生 

令和３年度：磯焼けにより消失した藻場の再生 

令和４年度：磯焼けにより消失した藻場の再生 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：ウニ餌料用ホソメコンブ群落の造成 

平成 29 年度：ウニ餌料用ホソメコンブ群落の造成 

平成 30 年度：ウニ餌料用ホソメコンブ群落の造成 

令和元年度：ウニ餌料用ホソメコンブ群落の造成 

令和２年度：ウニ餌料用ホソメコンブ群落の造成 

令和３年度：ウニ餌料用ホソメコンブ群落の造成 

令和４年度：ウニ餌料用ホソメコンブ群落の造成 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 母藻の設置 

ウニの密度管理 

栄養塩類の供給 

モニタリング 

H28 から R4継続実施

実施場所でホソメコ

ンブ群落再生を確認

活動の継続により、

藻場を保全する 

 

【活動状況の写真】 

 
説明：母藻の設置  説明：ウニの密度管理 説明：栄養塩類の供給 

 

  

説明： モニタリング 説明： 説明：  
 

③参加活動組織実績資料 
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２）奥尻地区藻場保全活動組織（北海道 奥尻町） 
 

【活動における課題】 

各活動組織においても単年だけでは効果が得られないことから、次期計画でも続けて

欲しい。 

また、高齢者の漁業者が多く、携帯・デジカメの操作ミスで、写真の撮り忘れをする

方がいる。 

 

【活動の目標】 

〇奥尻地区海の監視活動組織 

平成 28 年度～令和 3 年度： 

協議会が策定した地域活動方針に基づく共同活動を通じ、奥尻町沿岸・沖合に存す

る水域での操業活動における流木・油濁等の環境異変、海生ほ乳類等の出現動向、不

審船等の海上での監視及び陸上での情報集約・取り纏め活動の強化を図る。 

〇奥尻地区水域監視活動組織 

 平成 28 年度～令和 3年度： 

  協議会が策定した地域活動指針に基づく共同活動を通じ、檜山振興局管内奥尻

町沿岸水域において、流木、油濁、不審船、トド等海生哺乳類の出現動向・行動監

視等の水域監視による活動を行い、国民の財産である海洋生物の保全を図る 

〇奥尻地区藻場保全活動組織 

 平成 28 年度～令和 3年度： 

  協議会が策定した地域活動方針に基づく共同活動を通じ、奥尻町地先に存する藻場

の地域資源の維持・回復を図る。 

 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

海の監視ネ

ットワーク

強化 

・海上監視 

・陸上情報集約 

活動回数をほぼ達成

し、漂流物の早期発

見で海難事故防止と

なった。 

漁業者の高齢化。 

国境・水域

の監視 

・水域の監視 活動回数の目標回数

を達成。トド等の海

獣類の報告が多くな

った。 

特にありません。 

藻場の保全 ・海藻の種苗投入 

・ウニの密度管理 

・流域における植林

・モニタリング 

種苗投入後の生育が

あまり良くない。密

度管理については、

活動人数が増加傾向

にあるが、モニタリ

ング活動の人数が不

足になっておりま

す。植林はコロナの

影響により活動中止

状態。 

実績を踏まえ種苗の投入を

考え直す必要がある。 

密度管理は、前年度並みに

日数及び人数がいるので予

算の増加。 

植林については、コロナの

状況を踏まえ実施する。 

モニタリングは現状維持。
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【活動状況の写真】 

 
説明： 海の監視ネットワーク
強化（令和３年 沖の写真） 

説明：海の監視ネットワーク
強化（令和４年 沖の写真） 

説明：海の監視ネットワーク
強化（令和２年 沖の写真）

 
説明：国境・水域の監視 
（令和３年 受付の様子） 

説明：国境・水域の監視 
（令和３年 出港の様子） 

説明：国境・水域の監視 
（令和３年 互いの看板の
写真撮影の様子） 

 
説明：藻場の保全（令和３年 ウ
ニの密度管理 ウニ引揚げ作業） 

説明：藻場の保全（令和３年
ウニの密度管理 篭入れ作業） 

説明：藻場の保全（令和３年
ウニの密度管理 放流作業）

 
説明：藻場の保全（令和３年 海
藻の種苗投入 種苗糸取付作業） 

説明：藻場の保全（令和３年
海藻の種苗投入 出港前）  

説明：藻場の保全（令和３年 海
藻の種苗投入 種苗投入作業）

説明：藻場の保全（令和３年 
モニタリング 出港前） 

説明：藻場の保全（令和３年 モ
ニタリング 目玉カメラ投入） 

説明：藻場の保全（令和３年 モ
ニタリング 海底調査作業） 
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３）根室海域環境保全協議会（北海道 根室市） 
 
【活動における課題】 

活動場所以外にも、ウニが高密度に生息する場所が確認されており、そのウニが活動場

所へ侵入しているため、今後も活動が必要である。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：ウニの密度管理しつつ植樹活動によって水質を改善し、藻場の増加に努めた。

平成 29 年度：ウニの密度管理しつつ植樹活動によって水質を改善し、藻場の増加に努めた。

平成 30 年度：ウニの密度管理しつつ植樹活動によって水質を改善し、藻場の増加に努めた。

令和元年度：ウニの密度管理しつつ植樹活動によって水質を改善し、藻場の増加に努めた。

令和２年度：ウニの密度管理しつつ植樹活動によって水質を改善し、藻場の増加に努めた。

令和３年度：ウニの密度管理しつつ植樹活動によって水質を改善し、藻場の増加に努めた。

令和４年度：ウニの密度管理しつつ藻場の増加に努める。 

 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

流域におけ

る植樹 

河川流域において、植樹活

動を実施する。 

水質改善が見込まれ

た。 
 

ウニの密度

管理 

ウニが高密度に生息する藻

場において、たもを用いて

密度管理活動を実施する。 

ウニが高密度に生息

する藻場より、ウニ

を取り上げ、低密度

の藻場へ移殖した。

活動場所以外にも

ウニが高密度に生

息し、活動場所へウ

ニが侵入している

ため、今後も活動が

必要である。 

岩盤清掃 
岩盤域に付着する石灰質を

洗耕機により、耕耘する。 

藻場の繁茂できる環

境を整えた。 

活動場所以外にも

石灰質が付着する

藻場が確認されて

おり、今後も活動が

必要である。 
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【活動状況の写真】 

 
説明： ウニの密度管理 

    作業事前打合せ 

説明：ウニの密度管理 

   モニタリング作業 

説明：ウニの密度管理 

   モニタリング作業 

 
説明： ウニの密度管理 

    作業前集合 

説明：ウニの密度管理 

たもによる密度管理風景 

説明： ウニの密度管理 

たもによる密度管理風景 

 
説明：岩盤清掃 

   作業事前打合せ 

説明：岩盤清掃 

   作業前集合 

説明：岩盤清掃 

洗耕機による耕耘風景 
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③
活
動
組
織
の
状
況

・
組
織
名
：
せ
た
な
町
水
域
監
視
活
動
組
織

・
発
足
年
：
平
成
26
年

・
構
成
員
数
：
51
名
（
漁
業
者
48
名
、
漁
業
者
以
外
３
名
）

※
令
和
３
年
度
採
択
時

・
対
象
範
囲
：
せ
た
な
町
全
域
（
80
㎢
）

・
活
動
項
目
：
国
境
・
水
域
の
監
視

・
活
動
内
容
：
水
域
の
監
視
活
動

・
活
動
時
期
：
６
月
か
ら
翌
年
２
月

令
和

4年
度
総
会
（
大
成
地
区
）

4

②
北
海
道
せ
た
な
町
の
漁
業

・
水
揚
量
は
近
年
の
ス
ル
メ
イ
カ
漁
の
低
迷
も
あ
り
、

秋
サ
ケ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
ウ
ニ
の
順
に
多
く
、
水
揚
げ

合
計
量
は
1,
21

7ト
ン
。

ま
た
、
水
揚
金
額
は
秋
サ
ケ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
の
順

と
な
っ
て
お
り
、
水
揚
合
計
金
額
は

99
8百
万
円
。

※
い
ず
れ
も
令
和
３
年
度

・
海
洋
環
境
の
変
化
や
磯
焼
け
の
進
行
に
よ
り
、
10

年
前
と
比
較
す
る
と
近
年
は
漁
獲
量
が
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
ト
ラ

ウ
ト
サ
ー
モ
ン
海
面
養
殖
試
験
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

秋
サ
ケ

50
%

ス
ル

メ
イ

カ
13

%

ウ
ニ

9%

ホ
ッ
ケ

3%

ナ
マ
コ

1%
そ
の
他

24
%

Ｒ
３

地
元
水
揚

量
の

割
合

kk
※

管
外

水
揚

含
む

3

・
平
成
17
年
に
瀬
棚
町
・
北
檜
山
町
・
大
成
町
の
3町
が
合
併

・
人
口
：7

,2
83
人
（
令
和
４
年
４
月
末
現
在
）

・
基
幹
産
業
は
、
漁
業
・
農
業
な
ど
の
第
1次
産
業

・
北
海
道
本
島
の
最
西
端
の
日
本
海
側
に
位
置
し
、
西
に
は
奥
尻
島
（
奥
尻

町
）
に
沈
む
夕
日
を
一
望
で
き
、
海
岸
線
長
約
78
㎞
に
わ
た
り
、
急
峻
な
海

岸
や
奇
岩
が
続
く
な
ど
、
風
光
明
媚
な
景
勝
地
が
豊
富

・
日
本
海
か
ら
吹
く
風
が
強
く
、
平
成
16
年
に
は
日
本
発
の
洋
上
風
車
「
風
海

鳥
」
が
稼
働
し
、
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
を
強
く
推
進
す
る
た
め
、
令
和
４
年
３
月
に
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明

・
特
産
品
は
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
海
産
物
を
は
じ
め
、
米
や

男
爵
イ
モ
、
潮
ト
マ
ト
等
の
農
作
物
の
生

産
や
、
酪
農
に
お
い
て
は
乳
製
品
の
加

工
も
盛
ん
で
す

①
北
海
道
せ
た
な
町
の
概
要

2

〇
海
の
安
全
確
保

国
境
・
水
域
を
監
視
す
る
活
動

せ
た
な
町
水
域
監
視
活
動
組
織

（
北
海
道
せ
た
な
町
）

1

５　海の安全確保部会

①事例紹介　せたな町水域監視活動組織
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過
去
の
水
域
異
変
状
況
（
そ
の
３
）

下
Ｆ
地
区
海
岸
：
イ
ワ
シ
の
漂
着
（
Ｒ
３
．
12
）

イ
ワ
シ
の
死
骸
と
泡
が

30
0Ｍ
以
上
に
渡
り
漂

流

上
Ｅ
地
区
：
海
面
の
異
常
（
Ｒ
３
．
12
）

監
視
活
動
組
織
と
の
情
報
共
有
を
し
、

漂
着
し
た
マ
イ
ワ
シ
処
理
日
程
を
決
定

処
理
量
：
6，

70
0k
g

8

過
去
の
水
域
異
変
状
況
（
そ
の
２
）

下
Ｆ
地
区
：
ゴ
ミ
の
漂
流
（
Ｒ
２
．
９
）

ロ
ー
プ
が
漂
流

上
Ｄ
地
区
：
海
面
の
異
常
（
Ｒ
２
．
９
）

監
視
活
動
で
の
情
報
提
供
に
よ
る
も
の

7

過
去
の
水
域
異
変
状
況
（
そ
の
1）

下
Ｃ
地
区
：
ト
ド
の
来
遊
（
Ｈ
２
８
．
２
）

上
Ａ
地
区
：
不
審
船
の
漂
着
（
Ｈ
３
０
．
１
１
）

監
視
活
動
以
外
で
の
情
報
提
供
に
よ
る
も
の

※
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
で
実
施

6

④
活
動
範
囲
か
ら
の
知
見
収
集

●
過
去
５
年
異
変
発
見
箇
所

●●●
ひ

や
ま

漁
協

大
成

支
所

協
大

成
支

所

ひ
や

ま
漁

協
瀬

棚
支

所
や

5
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12 12

⑤
活
動
前
に
講
習
会
を
開
催

左
：
瀬
棚
会
場

右
：
大
成
会
場

11

※
平
成

26
年

か
ら

29
年
に
渡
り
、
海
獣
の
来
遊
が
多
く
、
異
変
回
数
の

9割
が
ト
ド
や
ア
ザ

ラ
シ
の
目
撃
と
な
っ
て
い
た
。

漁
船
保
険
使
用
件
数

10
9
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〇
異
変
発
見
時
に
お
い
て
の
連
絡
体
制

構
成
員
が
旧
３
漁
協
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、

支
所
間
の
水
域
異
変
や
海
獣
の
来
遊
に
つ

い
て
の
連
絡
体
制
の
整
備

⑧
活
動
の
効
果
と
今
後
の
課
題

水
域

監
視

異
変

発
見

水
域

安
全

通
報

周
知

組
織
構
成
員

漁
業
者

漁
協

非
構
成
員

遊
漁

者

〇
構
成
員
の
高
年
齢
化

参
加
構
成
員
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、

非
構
成
員
の
遊
漁
者
等
の
参
加
を
検
討

〇
水
域
保
全
へ
の
意
識
の
高
ま
り
監
視
時
以
外
で
も
漂
流
物
の
回
収

〇
構
成
員
間
で
の
情
報
交
換

海
獣
の
来
遊
・
異
変
確
認
時
な
ど
の
情

報
の
共
有
化

○
漁
船
事
故
の
減
少

【
課
題
】

【
効
果
】

16

⑦
活
動
記
録
の
作
成
（
写
真
帳
）

15

⑥
監
視
活
動
の
状
況
（
Bさ
ん
の
場
合
）

1.
出
港
時

2.
監
視
中

3.
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
位
置
を
確
認

4.
帰
港
時

14

⑥
監
視
活
動
の
状
況
（
Ａ
さ
ん
の
場
合
）

1.
出
港
時

2.
監
視
中

3.
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
位
置
を
確
認

4.
帰
港
時

13

42



17

43



海
上
保
安
庁

H
Pよ
り

水
域
に
は
法
的
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

4

海
の
安
全
確
保
活
動
国
民
の
命
と
財
産
を
守
り
、
安
全
操
業
を
確
保

ひ
と
う
み

JＰ
か
ら

3

R
2発
揮
対
策
講
習
テ
キ
ス
ト
抜
粋

海
の
安
全
確
保
活
動
目
標
に
つ
い
て

2

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
活
動

に
よ
る
海
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

技
術
サ
ポ
ー
ト
専
門
家

技
術
士

(水
産
部
門

)
中
尾
博
己

令
和

4年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

( 海
の
安
全
確
保
部
会

) 1

②水産多面的機能発揮対策活動による海の安全確保について
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事
例

H
30
北
朝
鮮
？
か
ら
漂
流
・
漂
着
木
造
船

8

事
例
北
朝
鮮
か
ら
密
入
国

•

7

国
境
監
視
に
係
る
事
例

ロ
シ
ア
か
ら
密
入
国

泳
い
で
や
っ
て
き
た
。

6

海
上
保
安
庁

H
Pよ
り

5
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事
例
松
前
小
島
海
域
で
の
異
変
例

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
産
卵
と
思
わ
れ
る
行
動
確
認

12

事
例
松
前
町
水
域
監
視
活
動
組
織
の
集
約
事
例

11

事
例
油
膜
発
見
・
漁
船
火
災
救
援
と
も
に

R
1.

7月
、
海
上
監
視
活
動
に
て
確
認

10

事
例

R
2漂
流
ミ
ニ
ボ
ー
ト
曳
航
・漂
着
ク
ジ
ラ

9

46



事
例
島
牧
水
域
監
視
活
動
組
織
の
記
録

の
方
法
。

G
PS
プ
ロ
ッ
タ

―
写
真
を
活
用

16

事
例
羅
臼
地
区
海
難
防
止

(非
常
時
の
通
信

手
段
確
保
支
援

)に
よ
る
通
信
機
器
整
備

会
員
船
と
の
非
常
通
信
訓
練

整
備
さ
れ
た
非
常
時

通
信
機
器

15

事
例
羅
臼
地
区
災
害
対
策

(非
常
時
の
通

信
手
段
の
支
援

)に
よ
る
通
信
機
器
整
備

漁
業
無
線
局
と
の
通
信
訓
練

役
場
に
も
一
体
化
し
た

非
常
通
信
機
を
整
備

14

事
例
羅
臼
の
海
の
監
視
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
活

動
に
て
確
認
陸
揚
げ
さ
れ
た
流
木
・
ト
ド
の
群
れ

13
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水
産
庁

H
P

20

全
国
の
主
な
改
善
策
等
の

意
見
に
つ
い
て

•
監
視
・
連
絡
体
制
の
構
築

•
夏
季
の
豪
雨
対
策

•
高
齢
化
と
他
団
体
と
の
連
携

•
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
の
習
熟
必
要

•
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
点
検

•
縄
は
し
ご
の
制
作

•
漂
流
ブ
イ
の
捜
索
訓
練
な
ど

19

事
例
余
市
沿
岸
訓
練
実
施
隊
が
行
う
海
難
救

助
訓
練
。
も
や
い
銃
・
心
肺
蘇
生
・

A
ED
訓
練

他
地
区
で
は
曳
航
訓
練
も

行
わ
れ
て
い
る

18

事
例
余
市
沿
岸
訓
練
実
施
隊
が
行
う
海
難

救
助
訓
練
。
放
水
訓
練

17
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祈
大
漁

安
心
し
て
、
日
々
の
生
産
活
動
が
営
ま
れ
ま
す
よ
う
、

仕
組
み
を
作
り
ま
し
ょ
う

24

参
考
事
例

IC
T(

 情
報
通
信
技
術

)の
導
入

漁
業
者
に
役
立
つ
機
能

•
自
船
位
置
を
マ
ッ
プ
画
面
で
確
認
で
き
る
。

•
ブ
イ
情
報

(潮
の
向
き
・
早
さ

)を
確
認
で
き
る
。

•
昔
、
漁
し
た
場
所
と
漁
獲
量
を
マ
ッ
プ
画
面
で
確

認
で
き
る
。

•
雨
や
霧
等
で
視
界
不
良
が
発
生
し
自
分
の
位
置

が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
携
帯
電
話
に
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
案
内
し
て
く
れ
る
。

磯
船
等
に
対
し
海
の
安
全
確
保
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

23

参
考
事
例

IC
T(

 情
報
通
信
技
術

)の
導
入

•
新
米
・
高
齢
漁
業
者
が
安
全
で
安
心
し
て
操
業

で
き
る
体
制
の
構
築
及
び
次
世
代
の
担
い
手
の

育
成
の
一
環
と
し
て
磯
船
に

G
PS
セ
ン
サ
ー
を
搭

載
し
、
「
操
業
位
置
情
報
管
理

(う
み
の
パ
ト
ロ
ー

ル
)」
「
資
源
管
理

(う
み
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

)」
「
観
測
ブ

イ
情
報
管
理

(う
み
の
ア
メ
ダ
ス

)」
と
い
っ
た
最
新

の
IC

T技
術
を
導
入
し
、
安
心
で
き
る
操
業
環
境

の
構
築
に
寄
与
し
ま
す
。

IC
T:

In
fo

rm
at

io
n 

an
d 

C
om

m
un

ic
at

io
n 

Te
ch

no
lo

gy
 

22
21
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１）奥尻地区海の監視活動組織（北海道 奥尻町） 

奥尻地区水域監視活動組織（北海道 奥尻町） 
 

【活動における課題】 

各活動組織においても単年だけでは効果が得られないことから、次期計画でも続けて

欲しい。 

また、高齢者の漁業者が多く、携帯・デジカメの操作ミスで、写真の撮り忘れをする

方がいる。 

 

【活動の目標】 

〇奥尻地区海の監視活動組織 

平成 28 年度～令和 3 年度： 

協議会が策定した地域活動方針に基づく共同活動を通じ、奥尻町沿岸・沖合に存す

る水域での操業活動における流木・油濁等の環境異変、海生ほ乳類等の出現動向、不

審船等の海上での監視及び陸上での情報集約・取り纏め活動の強化を図る。 

〇奥尻地区水域監視活動組織 

 平成 28 年度～令和 3年度： 

  協議会が策定した地域活動指針に基づく共同活動を通じ、檜山振興局管内奥尻

町沿岸水域において、流木、油濁、不審船、トド等海生哺乳類の出現動向・行動監

視等の水域監視による活動を行い、国民の財産である海洋生物の保全を図る 

〇奥尻地区藻場保全活動組織 

 平成 28 年度～令和 3年度： 

  協議会が策定した地域活動方針に基づく共同活動を通じ、奥尻町地先に存する藻場

の地域資源の維持・回復を図る。 

 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

海の監視ネ

ットワーク

強化 

・海上監視 

・陸上情報集約 

活動回数をほぼ達成

し、漂流物の早期発

見で海難事故防止と

なった。 

漁業者の高齢化。 

国境・水域

の監視 

・水域の監視 活動回数の目標回数

を達成。トド等の海

獣類の報告が多くな

った。 

特にありません。 

藻場の保全 ・海藻の種苗投入 

・ウニの密度管理 

・流域における植林

・モニタリング 

種苗投入後の生育が

あまり良くない。密

度管理については、

活動人数が増加傾向

にあるが、モニタリ

ング活動の人数が不

足になっておりま

す。植林はコロナの

影響により活動中止

状態。 

実績を踏まえ種苗の投入を

考え直す必要がある。 

密度管理は、前年度並みに

日数及び人数がいるので予

算の増加。 

植林については、コロナの

状況を踏まえ実施する。 

モニタリングは現状維持。

 

 

 

③参加活動組織実績資料 
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【活動状況の写真】 

 
説明： 海の監視ネットワーク
強化（令和３年 沖の写真） 

説明：海の監視ネットワーク
強化（令和４年 沖の写真） 

説明：海の監視ネットワーク
強化（令和２年 沖の写真）

 
説明：国境・水域の監視 
（令和３年 受付の様子） 

説明：国境・水域の監視 
（令和３年 出港の様子） 

説明：国境・水域の監視 
（令和３年 互いの看板の
写真撮影の様子） 

 
説明：藻場の保全（令和３年 ウ
ニの密度管理 ウニ引揚げ作業） 

説明：藻場の保全（令和３年
ウニの密度管理 篭入れ作業） 

説明：藻場の保全（令和３年
ウニの密度管理 放流作業）

 
説明：藻場の保全（令和３年 海
藻の種苗投入 種苗糸取付作業） 

説明：藻場の保全（令和３年
海藻の種苗投入 出港前）  

説明：藻場の保全（令和３年 海
藻の種苗投入 種苗投入作業）

説明：藻場の保全（令和３年 
モニタリング 出港前） 

説明：藻場の保全（令和３年 モ
ニタリング 目玉カメラ投入） 

説明：藻場の保全（令和３年 モ
ニタリング 海底調査作業） 
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水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
お
け
る
多
様
な
連
携
の
手
引
き

（
令
和
４
年
３
月

水
産
庁
）

【
手
引
き
の
目
次
構
成
】

は
じ
め
に

第
１
章

現
状
と
課
題

第
２
章

連
携
の
枠
組
み
と
役
割

第
３
章

連
携
体
制
の
構
築

第
４
章

連
携
活
動
の
進
め
方

・
コ
ラ
ム
（
多
様
な
連
携
の
事
例
）

・
参
考
資
料

手
引
書
は
ひ
と
う
み

の
資
料
室

に
掲
載
し
て
い
ま
す

福
祉
事
業
所
と
連
携
す
る
取
り
組
み

大
学
生
と
連
携
す
る
取
り
組
み

福
祉
事
業
所
と
連
携
す
る
取
り
組
み

第
３
章

連
携
体
制
の
構
築

課
題
の
整
理
と
連
携
先
の
抽
出

➢
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

➢
事
務
機
能
が
維
持
で
き
な
い

➢
地
域
理
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い

➢
活
動
の
成
果
が
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い

次
の

つ
の
課
題
に
つ
い
て
点
検
し
て
み
ま
す
！

団
体
区
分

特
徴
・
留
意
点

地
域
団
体

地
域
に
根
差
し
た
団
体

行
政
機
能
を
補
完
す
る
存
在

等
専
門
性
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

企
業

活
動
、
専
門
技
術
還
元
、
広
報
力

小
中
学
校

体
験
学
習
の
場
の
確
保
、
安
全
面
配
慮

高
校
・
大
学

大
き
な
戦
力
、
地
域
課
題
解
決
に
貢
献

研
究
機
関

専
門
的
な
助
言

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献

連
携
団
体
の
選
定

連
携
団
体
の
特
徴
と
活
動
組
織
の
目
的
を

を
踏
ま
え
て
、
活
動
を
効
果
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
で
き
る
団
体
を
選
び
ま
す
。

➢
連
携
団
体
の
候
補
を
絞
り
込
む

➢
連
携
団
体
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
と
選
定

※
相
互
の
目
的
達
成
に
合
致
す
る
団
体
を
選
ぶ

➢
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
調
整
役
が
必
要

課
題
解
決
に
向
け
て
、
連
携
先
を
模
索
し
ま
し
ょ
う
。

小
学
生
と
の
交
流

⚫
活
動
の
継
続
、
人
員
確
保
、
事
務
作
業
軽
減
、
情
報
発
信

な
ど

⚫
連
携
団
体
の
場
合
は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
専
門
性
の

発
揮
、
学
習
の
場
の
確
保
な
ど

⚫
問
題
意
識
の
共
有

⚫
活
動
組
織
の
体
制
強
化

⚫
発
揮
活
動
の
活
性
化
、
多
様
化
、
効
率
化

⚫
地
域
に
広
が
る
理
解
と
活
動
へ
の
参
加

⚫
漁
村
・
地
域
へ
の
貢
献

⚫
船
上
・
海
中
で
の
活
動
が
多
い
た
め
、

漁
業
関
係
者
の
み
で
構
成
さ
れ
た
活

動
組
織
が
多
い

⚫
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

が
課
題
で
あ
り
活
動
の
継
続
に
不
安

⚫
全
国
約
７
５
０
組
織
の
う
ち
、
漁
業

関
係
団
体
以
外
と
連
携
し
て
い
る
の

は
約
３
割

⚫
活
動
組
織
、
行
政
・
地
域
協
議
会
、
あ
る
い
は
連
携
団
体
と
な
る

法
人
や
民
間
企
業
等
。

⚫
環
境
・
生
態
系
保
全
活
動
に
お
い
て
、
多
様
な
団
体
と
連
携
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
進
め
方
、
実
践
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
事
例
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
手
引
き
。

⚫
連
携
す
る
こ
と
で
、
活
動
が
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
と
と
も
に
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た
取
組
と
な
る
こ

と
を
期
待
。

現
状
と
課
題

連
携
の
必
要
性

連
携
の
効
果

手
引
き
の
ね
ら
い

手
引
き
が
想
定
す
る
読
者

は
じ
め
に

第
１
章

現
状
と
課
題

６　水産多面的機能発揮対策における多様な連携の

    手引きについて

第
２
章

連
携
の
枠
組
み
と
役
割

活
動
組
織

構
成
員

リ
ー
ダ
ー
等

漁
業
者

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

関
連
す
る
活
動

（
上
位
目
標
、
共
通
目
標
の
共
有
）

団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
町
村
等

そ
れ
以
外

団
体

非
構
成
員

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

主
に

学
校
関
係

漁
協

団
体

⚫
積
極
的
に
行
動
で
き
る
人
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
て
、

連
携
団
体
と
信
頼
関
係
を
構
築
。

リ
ー
ダ
ー
の
役
割

⚫
多
様
な
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
そ
の
後
の
運

営
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

市
町
村
・
地
域
協
議
会
の
役
割

⚫
実
績
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
、
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
活
用

⚫
構
成
員
と
し
て
参
加

⚫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
非
構
成
員
）
と
し
て
参
加

⚫
本
活
動
に
直
接
関
わ
ら
ず
、
関
連
す
る
活
動
を

通
じ
て
連
携

連
携
団
体
の
関
わ
り
方
は
３
タ
イ
プ
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第
４
章

連
携
活
動
の
進
め
方

⚫
環
境
・
生
態
系
保
全
の
活
動
は
、

サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
、
連
携
団
体
と
一
緒
に
柔
軟
に
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

⚫
は
、
共
通
の
目
的
を
見
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
律
的
に
活
動
を
行
い
、
活
動
の
精
度
を
向
上
さ
せ
て
、

持
続
で
き
る
活
動
を
構
築
し
て
い
く
も
の
で
す
。

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
活
用

Pl
an

D
o

Ac
tio

n
C

he
ck

連
携
活
動
の
計
画

連
携
活
動
の
実
施

連
携
活
動
の
評
価

連
携
活
動
の
見
直
し
・
改
善

◼
目
的
・
目
標
の
設
定

◼
計
画
の
立
案

◼
事
前
準
備

◼
活
動
の
記
録

◼
活
動
内
容
の
発
信

◼
計
画
の
見
直
し

◼
連
携
の
枠
組
み
の
見
直
し

◼
目
標
達
成
度
と
目
標
設
定
の
妥
当
性

◼
活
動
面
積
の
妥
当
性

◼
活
動
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
妥
当
性

◼
役
割
分
担
と
人
員
体
制
の
妥
当
性

多
様
な
連
携
の
事
例
（
コ
ラ
ム
）
「
手
引
き
」
に
は

10
の
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

ｓ
を
目
指
し
た
多
様
な
連
携
の
拡
が
り

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
よ
る
連
携
の
マ
ッ
チ
ン
グ

鎌
倉
漁
業
協
同
組
合
と
海
の

ｓ
を
実
行
す
る
会
（
鎌
倉
市
）

鎌
倉
の
浜
に
大
量
に
打
ち
上
が
る
海
藻
を
、
地
元
料
理
家
が
地
元

の
漁
業
者
と
相
談
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
念
に
も
っ
て
、
打
ち
上
が
っ

た
海
藻
を
畜
産
用
の
餌
料
と
す
る
こ
と
を
考
案
。
海
藻
の
回
収
と
加

工
を
、
地
元
の
福
祉
事
業
所
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
で
水
福
連
携

を
実
現
。

海
藻
餌
料
で
育
て
ら
れ
た
豚
は
「
鎌
倉
海
藻
ポ
ー
ク
」
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、
地
元
飲
食
店
が
そ
れ
を
提
供
す
る

次
産
業
化
へ
と

発
展
し
て
い
る
。

外
海
活
動
組
織
（
長
崎
市
）

活
動
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
と
減
少
に
よ
り
、
効
果
の
あ
る
ウ
ニ
除

去
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
相
談
し
、

年
２
回
の
ウ
ニ
除
去
を
長
崎
大
学
ダ
イ
ビ
ン
グ
部
の
学
生
と
協
働
で

実
施
。
学
生
の
参
加
に
よ
り
ウ
ニ
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
、
小
型

海
藻
と
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
が
繁
茂
す
る
目
に
見
え
る
成
果
が
表
れ
る
。

地
元
小
学
生
と
の
ワ
カ
メ
体
験
の
環
境
学
習
も
学
生
が
参
加
。

大
学
生
は
、
活
動
に
参
加
で
き
た
お
礼
に
、
直
売
所
の
看
板
を
寄

贈
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

活
動
組
織

構
成
員

漁
協

漁
業
者

行
政

非
構
成
員

リ
ー
ダ
ー
等

小
学
生

サ
ポ
ー
ト

専
門
家

大
学
生

活
動
組
織

構
成
員

漁
協

料
理
家

漁
業
者

老
人

ホ
ー
ム

行
政

非
構
成
員

福
祉

事
業
所

×
4

畜
産

事
業
者

等

飲
食

事
業
者

地
方

農
政
局

寄
贈
さ
れ
た
直
売
場
の
看
板

地
元
小
学
生
と

の
ワ
カ
メ
勉
強
会

・
全
国
約
７
５
０
組
織
の
う
ち
、
漁
業
関
係
団
体
以
外

と
連
携
し
て
い
る
の
は
約
３
割

・
し
か
し
、
高
齢
化
や
人
手
不
足
が
深
刻
な
課
題

・
水
産
多
面
的
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

多
様
な
団
体
と
連
携
を
す
る
必
要
が
あ
る

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
お
け
る
多
様
な
連
携
の
手
引
き
（
概
要
）

本
手
引
き
は
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
を
行
う
各
活
動
組
織
が
多
様
な
連
携
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
解
説

連
携
事
例
・
参
考
資
料

・
多
様
な
連
携
を
行
っ
て
い
る
活
動
組
織
を
取
上
げ
、

図
や
写
真
を
用
い
て
コ
ラ
ム
で
紹
介
（
10
事
例
）

・
連
携
活
動
の
参
考
と
な
る
情
報
を
多
数
掲
載

活
動
組
織

構
成
員

リ
ー
ダ
ー
等

漁
業
者

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

関
連
す
る
活
動

（
上
位
目
標
、
共
通
目
標
の
共
有
）

団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
町
村
等

そ
れ
以
外

団
体

非
構
成
員

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

主
に

学
校
関
係

漁
協

団
体

連
携
活
動
の
進
め
方

連
携
の
枠
組
み
と
役
割

連
携
体
制
の
構
築

・
連
携
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
活
動
組
織
の
抱
え
る

課
題
を
抽
出

・
課
題
解
決
で
き
る
連
携
団
体
の
絞
り
込
み

・
コ
ン
タ
ク
ト
・
選
定
・
事
務
処
理

（
構
成
員
、
非
構
成
員
、
関
連
す
る
活
動
の
ど
の
形

態
で
連
携
す
る
の
か
、
学
校
と
の
連
携
で
は
、
総
合

学
習
に
位
置
づ
け
等
）

実 践
・
地
域
の
環
境
改
善

・
人
材
育
成

・
認
知
度
向
上

等

・
連
携
団
体
を
「
構
成
員
」
、
「
非
構
成
員
」
、
「
関
連
す
る

活
動
」
に
分
類
し
て
関
わ
り
方
を
整
理

・
リ
ー
ダ
ー
等
、
市
町
村
・
地
域
協
議
会
の
役
割
を
解
説

・
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

・
活
動
の
継
続

・
人
員
の
確
保
、
事
務

作
業
の
軽
減
等

・
地
域
社
会
へ
の
貢
献

・
団
体
の
専
門
性
を
発
揮

・
学
び
の
場
の
確
保

等

・
連
携
す
る
団
体
と
活
動
を
一
緒
に
進
め
て
い
く
際
に

効
果
的
な
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
解
説

・
目
標
を
共
有
し
て
、
み
ん
な
で
達
成
を
目
指
す

・
関
係
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

・
活
動
を
記
録
し
て
、
情
報
発
信

・
柔
軟
に
計
画
を
見
直
し
、
継
続
性
を
担
保
す
る

団
体
区
分

特
徴

地
域
団
体

地
域
に
根
差
し
た
団
体

行
政
機
能
を
補
完
す
る
存
在

非
営
利
団
体

（
N
P
O
法
人
等
）

専
門
性

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

企
業

C
S
R
活
動

専
門
技
術
還
元
、
広
報
力

小
中
学
校

体
験
学
習
の
場
の
確
保

安
全
面
の
配
慮

高
校
・
大
学

大
き
な
戦
力

活
動
時
期
等
の
配
慮

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献

研
究
機
関

専
門
的
な
助
言

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献

第
４
章

第 １ 章

第
３
章

第
２
章

共
通
の
目
標

活
動
組
織

連
携
団
体

現 状 と 課 題

効 果

Pl
an

Do

Ac
tio

n
Ch

ec
k

連
携
活
動
の
計
画

連
携
活
動
の
実
施

連
携
活
動
の
評
価

連
携
活
動
の
見
直
し
・
改
善

◼
目
的
・
目
標
の
設
定

◼
計
画
の
立
案

◼
事
前
準
備

◼
活
動
の
記
録

◼
活
動
内
容
の
発
信

◼
計
画
の
見
直
し

◼
連
携
の
枠
組
み
の
見
直
し

◼
目
標
達
成
度
と
目
標
設
定
の
妥
当
性

◼
活
動
面
積
の
妥
当
性

◼
活
動
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
妥
当
性

◼
役
割
分
担
と
人
員
体
制
の
妥
当
性
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手引きの目次

年版 教育・学習活動のすすめ
教育・学習活動の進め方の手引きを
作成しました！

現在、水産多面的機能発揮対策事業において、小学
生等を対象に体験学習会などを積極的に実施する組
織が全体の約 割認められています。

こうした取組みは、地域住民の環境や水産資源に対す
る興味の喚起や、その保全への理解･増進につながって
います。また、このような取組みを行うことによって、地元
マスコミの取材が増え、新聞等に掲載されるなど、広く
一般に組織の活動が周知されています。

そこで、より多くの組織が「多面的機能の理解･増進を
図る取組み（教育・学習活動）」を進めることを目的
に、本手引き書を作成しました。

地元小学生等を対象に体験学習会等を開催したいが、
その進め方がわからない組織の皆様。また、現在行わ
れている教育・学習活動をより効果的に進めたいと考え
ている組織の皆様において、是非活用して頂ければと
思います。

入手方法
入手先：水産多面的機能発揮対策情報サイト

「ひとうみ 」の『資料室』の上段
ＵＲＬ：

株式会社 水土舎 （担当：吉永）

水産多面的機能に係る

手引きの コード
はこちらです。

活動の目的

対象者を決める

体制づくり

プログラムづくり

調整・準備

実行

反省会

その他ポイント・留意することお問合せ

７　学習・教育活動のすすめ
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８ 令和４年度水産多面的機能発揮対策講習会 講習テキスト
（運営編）訂正箇所 

 
運営編テキスト３９頁  
国の交付単価又は交付率等（※４）の欄 
（誤）④ 134,400 →（正）134,400  （誤）⑤ 525,000→（正）525,000 

（280,000）   （112,000）     （112,000）  （437,500） 
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令和４年度　水産多面的機能発揮対策支援事業

令
和
４
年
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